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自己紹介

泉 房穂（いずみ ふさほ）

・1963年 明石生まれ

・社会福祉士

・弁護士

・元衆議院議員

・元ＮＨＫディレクター

・2011年より明石市長（現在２期目）

・柔道３段、手話検定２級、明石タコ検定初代達人
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一、変わらぬ思い

「困っている人の具体的な力になりたい」

～支援が必要なときには、

その人にとって必要な支援を、みんなで～
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二、障害者福祉とのかかわり
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１．家族の一員として

２．学生時代

３．テレビ局時代



二、障害者福祉とのかかわり
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４．司法修習生時代

５．弁護士として

６．国会議員として



二、障害者福祉とのかかわり
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８．市長として

７．社会福祉士として



三、明石市長としての思い

社会の“あたりまえ”を変える
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三、明石市長としての思い

１．障害者が暮らしにくいのは、
障害者や家族の責任ではない
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三、明石市長としての思い

２．障害者が暮らしやすい社会をつくるのは、
行政と社会の責任

9簡易スロープ

筆談ボード

点字メニュー



三、明石市長としての思い

３．福祉の充実を町の発展につなげる
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STEP 1 手話言語の確立

STEP 2 多様なコミュニケーションの促進

STEP 3 障害者差別解消条例の制定

誰もが暮らしやすい
“やさしい”まちへ

STEP 4 合理的配慮への公的助成

STEP 5
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四、明石市における条例づくり



条例の特徴

手話言語・障害者ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ条例
STEP

１
STEP

２

小学校での手話教室 職員手話研修
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STEP

３ 障害者配慮条例

障害者に対する配慮を促進し
誰もが安心して暮らせる共生のまちづくり条例

・障害者差別解消法に合わせて2016.4.1施行

・特徴は「合理的配慮の促進」

13



STEP

４ 公的助成制度
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誰もが暮らしやすいまちへ
STEP

５

15

観光案内所市役所

レストラン



“成年後見任用確保条例”を制定
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誰もが暮らしやすいまちへ
STEP

５
STEP

５



障害の有無や年齢、性別などに関係なく、生き生きと暮らせる

まちづくりの指針 （仮称）あかしインクルーシブ条例

“インクルーシブ条例”の検討スタート

（2019.12 制定予定）
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誰もが暮らしやすいまちへ
STEP

５
STEP

５

国連 ＳＤＧs 
世界を変える１７の目標

日本障害フォーラム
イエローリボン運動
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STEP

５



“インクルーシブ条例”その後の展開

個別施策推進に向けて…
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ひきこもりの総合支援

（社会的孤立の解消）

バリアフリータウンの推進

（まちそのもののﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ化）

インクルーシブ教育

障害者活躍推進

ユニバーサルツーリズム

災害時要配慮者支援



五、明石市における象徴的な出来事

１．ホームドア設置に向けて

（市議会請願、街頭署名、要望活動、実現へ）
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五、明石市における象徴的な出来事

２．やさしいＢ－１グランプリ

（障害当事者がボランティアをする側に）
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五、明石市における象徴的な出来事

３．筆談ボード・点字メニュー・
簡易スロープ などへの公的助成

（町の風景が変われば、人の気持ちもやさしくなる）
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スターバックス

マクドナルドくるみや
（老舗ケーキ店）



～本人のライフステージに沿って～

１．誕生から入学まで

２．学校教育

六、取り組みの現状と課題
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３．就労支援・居場所づくり

六、取り組みの現状と課題
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明石市障害者就労・生活支援センター「あくと」

・就労を希望する障害者や

その家族と、障害者の雇用を

希望する企業、双方の相談を

受け付け、サポート

障害者作業所
「時のわらし」



４．余暇活動（スポーツ・芸術・旅行など）

５．社会参加

六、取り組みの現状と課題
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６．結婚・出産

７．生活支援・生活保障

六、取り組みの現状と課題
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８．成年後見・財産管理支援

六、取り組みの現状と課題
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９．医療的ケア

六、取り組みの現状と課題
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10．災害時支援

六、取り組みの現状と課題
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七、最後に
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「福祉を世の光に」

～私たちの町は、もっとやさしくなれる～

ともに頑張りましょう！


